
熱中症の基本

ーお話の内容ー

1. 誰が何処で熱中症に!?

2. 応急処置で知る熱中症の重症度

3. 2つの熱中症

4. 熱中症の予防HEAT

5. 熱中症の応急処置FIRE
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熱中症と診断された受診者数(年代層別)
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図1‐2 熱中症と診断された受診者割合(％：年代層別)
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表1参考③：各年の重症度別割合(%)の推移(匿名レセプト情報2012-2018)

死亡 入院 外来＋点滴 外来のみ



総務省消防庁による救急車搬送数



総務省消防庁による救急車搬送数（平成29年～令和3年）
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ICD8 ICD9 ICD10
N992 熱作用 992 熱及び光の作用 T67 熱及

び光線の作用

2010年
1745件

熱中症死亡数（男女別）の年次推移

2018年
1677件

2019年
1316件

(京都女子大中井誠一名誉教授のご厚意による）



重症＝入院＋死亡／全受診者数
赤：平均より高い 黄色：平均 緑：平均より低い

10日毎の地域別重症の全体に占める割合
2012‐18匿名レセプト情報（7年分）

10日毎の地域別重症の全体に占める割合
2012‐18匿名レセプト情報（7年分）

上中下旬6月上旬 6月中旬 6月下旬 ７月上旬７月中旬７月下旬８月上旬８月中旬８月下旬９月上旬９月中旬９月下旬

月日 6/01-09 6/10-19 6/20-30 7/01-09 7/10-19 7/20-31 8/01-09
8/10-１
9

8/20-31 9/01-09 9/10-19 9/20-30

地域 北海道 0.135 0.113 0.139 0.132 0.119 0.120 0.118 0.121 0.100 0.095 0.083 0.101 

東北 0.076 0.079 0.082 0.091 0.088 0.092 0.095 0.107 0.076 0.067 0.072 0.078 

関東甲信 0.058 0.063 0.074 0.089 0.097 0.091 0.087 0.108 0.078 0.067 0.065 0.063 

北陸 0.075 0.072 0.070 0.089 0.099 0.094 0.096 0.110 0.081 0.064 0.068 0.082 

東海 0.043 0.047 0.044 0.058 0.067 0.064 0.064 0.078 0.053 0.042 0.042 0.049 

近畿 0.048 0.052 0.055 0.064 0.074 0.072 0.071 0.089 0.059 0.055 0.048 0.045 

中国 0.071 0.073 0.070 0.085 0.089 0.085 0.081 0.105 0.073 0.067 0.067 0.077 

九州北部 0.073 0.075 0.077 0.091 0.096 0.093 0.090 0.111 0.083 0.073 0.074 0.077 

九州南部 0.071 0.064 0.070 0.085 0.080 0.084 0.079 0.090 0.078 0.071 0.066 0.062 



参考：環境省熱中症環境保健マニュアル2022より
P9：救急車搬送数（率）は北海道の場合他の地域に比べ低い気温から増加する
参考：環境省熱中症環境保健マニュアル2022より
P9：救急車搬送数（率）は北海道の場合他の地域に比べ低い気温から増加する
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①外環境

②血液量

③心機能

④筋肉運動

熱中症の病態と重症度





労作性熱中症 非労作性（古典的）熱中症

年齢 若年～中年 高齢者

性差 圧倒的に男性 男女差なし

発生場所 屋外、炎天下 屋内（熱波で急増）

発症までの時
間

数時間以内で急激発症 数日以上かかって徐々に悪
化

筋肉運動 あり なし

基礎疾患 なし（健康） あり（心疾患、糖尿病、脳
卒中後遺症、精神疾患、認
知症など）

予後 良好 不良

労作性熱中症と非労作性（古典的）熱中症の比較

２つの熱中症





筋肉運動時には、高い気温だけでなく、高い湿度だけで
も熱中症を発症する
高齢者の日常生活中には、気温が低ければ湿度が高くて
も発症する可能性は少ない



Hearth Care

•三度の食事

•毎日の体温・血圧・心拍数・体重の測定

Environment

•涼しい生活環境

•周囲の人達と交流できる毎日

Alert

•熱中症警戒アラートに注意

•天気予報やニュースを毎日チェック

Treatment

• 高血圧、心不全、糖尿病、腎臓病など持病の管理

• 掛かりつけの先生の話を聞いて持病をシッカリ治療

予

防



応急処置を知る!!応急処置を知る!!






